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は じ め に

インドネンアには，海外技術協力事業団による数多くの農業技術協カプロジェクトが実施されてい

るが，そのうちの一つ，西部ジャワ食糧増産協カプロジエクト (19 6 8年閲始）のチーム・リーダー

菅牛数馬氏から，鯰家紐営調査面での協力が当センター忙要請された。当此，上記事業団において

も， 1司ブロジェクトに対して農業紐営専門家の派遣を準備中であったが，早急には間に合わ

あったため，当七ンクーとしては同プロジェクトを積極的に支援するとともに，西部ジャワの典型的

な稲作地帯における農業経営の実態に閲する情報を得る目的で，農事試験場 農業経営部 堀尾房造

技官に 19 7 2年4月以降， 3カ月にわたって同プロジェクト地区内によける農家経営の実態調査を

お願いした。

この報告青は，同地区における調査結果の概要であり，これらの調査結果は，同年 7月事業団から

同プロジェクトに派遣された農業経営専門家 今西功氏加引き継かれ，その後に姦ける農業経営の変

化が追銃されている。

最後に，この調査の実施に対して終始絶大庁ご協力を頂いた菅生数馬氏を始め，プロジェクト・チ

ームの各位とインドネシア政府関係者，および堀尾技官の派這について快くご承諾頂いた農事試験場

各位に対して，心からお礼を申し上げる次第である。

1 9 7 3年 6月

熱帯農業研究センター所長

山田 登
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は し が ぎ

本報告書は熱帯農業研究センクーから 4月4日~7月 3日の 3カ月間，西部ジャワ，チャンジュー）レ

県の稲作地帯に派遣され，農業経営実態調査を行ったときのものである。現在インドネシアには農業

関係技術者が多数派遣され，現地技術指導，試験研究に従事し，彼地の農業生産力増強に寄与してい

る。箪者はそのうちの 1つである海外技術協力事業団 西部ジャワ食糧増産協カチーム（チームリー

ダー管生数馬氏）に協力し，同チームが重点協力地域としているチャンジュール県チヘア地区の調査

にあたった。現在，インドネシアは食糧増産，農家生活の安定向上を目標としたクニ・マムール計画

を推進しており，わが国の農業技術者もこれに協力している。海外技術協力団より現在4チームがプ

ロジェクトチームとして派遣されており，西部ジャワ稲作増産協カチームはクニ・マムール計画忙

先だって実施されたビマス計画時代からかぞえて今年で 5年目になり，種子生産，根械研修，稲作生

産の分野にわたって指導，研修を行っている。

本報告書で主としてとりあげるチャンジュール県チヘア地区は約60年前のオランダ統治時代に

1, 0 8 6. 8 h aの水田に開発された低湿水田地帯で 19 6 8年支では主として農家に小作地として貸

しだされていた。現在は 25 0 h aが州の直営農場として西部ジャワ州の種子生産圃場及び稲作地と

して利用され残り 83 0 h a強は 19 6 8年に従来の小作農民忙売渡しされた。わが国の西部ヽジャワ

稲作増産協カチームの 1部は事務所を直営農場内におき，直営農場の運営忙技術協力すると共に，チ

ヘア地区内にデモンストレージョン・ファームを設けて稲作の技術指導にあたっている。筆者はチへ

ア地区内のデモンストレーション・ファームを対象に稲作技術の推移と間選点の摘出，経営収支分析

を行うため調査を実施した。

調査の主たるねらいは，第 1に現行の稲作技術水準の把振と技術指導方向の検討，第2には稲作技

術の発展推移の把据と展開モメントの検討，第 3は農家の収支状態の分析と生活水準の把握忙あった。

これらの目的を達成するために，チヘア地区の 1971~2年雨期作中のデモンストレージョン・フ

ァーム (16カ所）参加農家をKeyfarm及び助手群と一般参加農家群の 2つに区分して， 2つ

の調査表を使って調査した。調査時期は 4月中旬より 6月下旬にわたった。

尚，本調査にあたっては次の諸氏の指海協力をうけた，記して謝意を表したい。

海外技術協力団，西部ジャワ稲作増産協カチーム 菅生数馬，船田正明，芳賀三男の各氏

西部ジャワ，クニ・マムールチヘア場長

職只

農事試験場農業経営部

堀尾房造
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l 嗣査対象地の景業事惰

1) インドネシアの農業生産

インドネシア共和国は東西 5,100枷強，南北 1,8 9 0畑弱にわたってジャワ，カリマンクン，ス

マトラ，イリアン等の大きな島とその周辺に点在する約 3,0 0 0の小島から構成されており，同じ熱

叶刀でありなからも気候風土，風俗習慣，農業生産は勿論，言語も異っており，複雑である。

第 1表にみるように全土のわずか 7%にすぎないジャワ，マドウラに全人口の65 %が集中し，世界

ーの人口密集地城を形成している一方，カリマンクン，イリアン等の外領の開発は著しく遅れ，人口

稀薄地城となっている。現在息速に出発か急がれているのはスマトラでありジャワ，バリ等から移民

忙よって農業開発，工業化が進められている。

インドネシアの耕地面積は第2表侭みられるよう忙 19 6 9年で総計 13,361千 haであり，う

ち水田 6,0 0 7千ha , 畑 5,09 8千haで残りが園地となっている。水田のうちかんがい施設をも

った 2期作水田はジャワ本島に集中し，外領のカリマンタン，スマトラ等忙裟ける水田かんがい施設

は遅れている。なお全土の 26 %の土地面積を占めるマルク，イリアンには水田は殆んどなく，農耕

地も畑が 43.5千haあるにすぎず，大部分は密林のま充残されている。

第 1表 地城別面積

注） (1) 第 1, 第2表の地城は全国を次のように大別している。

① Sumatra地方 Sumatra及び周辺の島

② Djawa.madura地方

@ Nusa Tenggara地方 Bali 島及びそれより東の諸島

④ Iri an Borat 地方

⑤ Maluk地方 Ambon. Se ram.Ha Imahera諸島

⑥ Sulawesi 地方 Sulawesi 及び附近の諸島

⑦ Kai imantan地方

-2-



3
ー

第
2
表
耕
地
面
積
(
1
9
6
9
)
h
a

合
計
］
 

.. 

西
；ヽ；
ヤ

2,
7 
5
 1,
6 
0
 6
 

ジ
ャ

3
5
,
3
4
2
 

中
ジ
ヤ

2
,
3
7
3
,
1
4
3
 

2
8
6
,
9
8
7
 

東
ジ
ヤ

2,
8 
7
 1,
0 
6
 8
 

-
--

計
8
,
3
1
8
,
1
4
6
 

-
<
 

ス
マ
卜

2
,
2
4
1
,
0
9
4
 

2
5
,
9
6
0
 

1,
1 
3
1
,
8
8
2
 
7
 I
 I
 

8
 2
 4,
6 
2
 
-

4
3
,
5
0
0
 

5
,
0
4
 3
,5
 2
 5
 

4
 7
 5,
8 
6
 7
 I
 2
 3,
5 
2
 5
 
8
 0
 2,
0 
3
 
.. 1
 .
 

2
,
0
8
0
,
5
7
1
 
!
 "'l
fH
ご
悶

A
 
口
計

I
 
i
 
,
 2,
25
6,
 
I
・
_
_
 _:_ _
___
_ 

c
•
 

注）
(2)
 
行
政
機
構
と
し
て
は
，
国
の
下
に
州
(
P
r
o
p
i
n
s
i
)
が
2
6
 (
う
ち
D
.
C
.
I
D
j
a
k
a
r
t
a
 
,
 D
.
I
 
J
o
k
j
a
k
a
r
t
a
の
2
つ
を
含
む
）
が
あ
り

県
(
K
a
b
u
 f
a
 t
e
n
)
 2
 2
 6
 ,
 市
が
5
0
 (
市
は
県
行
政
が
離
れ
同
格
）
で
構
成
さ
れ
，
県
の
下
部
機
構
と
し
て
郡
(
K
e
j
 a
m
a
 t
a
n
)
 ,
 
村
(
D
e
s
a
)
と
な

っ
て
い
る
。
従
っ
て
，
本
調
査
の
対
象
地
は
西
部
ジ
ャ
ワ
州
．
チ
ャ
ン
ジ
ュ
ー
ル
県
チ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
郡
，
ビ
チ
ュ
ン
郡
の
2
郡
に
ま
た
が
り
，
村
は
5
村
に
注
た
が

っ
て
い
る
。



インドネシアの農業生産は大きくわけてエステートと個人経営があり，エステートの数は第 3表・

第 4表忙みるよう 1, 1 2 0に及び，会社営が約半数を占めている。

第 3表 企業埋愈別エステート数 (196:3 ンサス）

国営 会社 社匿員名制 組合 計

西 ジ ヤ ワ 77 208 1 5 364 

中 ジ ヤ 36 29 7 97 

東 ジ ヤ ワ 52 64 2 1 7 173 

ジョクジャカ）レタ

ジャカルク 3 :~ 

ジ ヤ ワ 目「 37 

ス マ 卜 ラ 1 0 G J 8 9 l l 2 23 l 2 343 
... し…一

カリ ンクン 5 8 l 1 6 3 3 :1 

ジ'、 ラ ---..: シf 6 1 1 1 44 32 89 
-

ヌサテンガラ 5 2 l 5 5 1 8 

Iインドネジア 282 514 37 26 70 01 U20 

覧'4表 地方別エステートの数及び面積 (19 6 3センサス） (1,000ha) 

i ~ 巳 理 地
数 面

面積 同左作付面積
非菅珪地

西 ジ ヤ ワ ;c154 30 2 274 : I ＇ 1 8 5 28 
, __ 

中 ジ ャ ヮ 97 5 53 45 5 

東ジ ヤ 1 7 3 164 1 3 7 94 27 

ジョクジャカ）レク

ジャカルタ 3 1 0.5 0.5 0.5 

ジ ヤ ワ "町"』 637 525 6 4.5 3 24. 605 

＇ヌえ、 マ 卜 ラ 3 1,0 0 2 3 1 452 171 
--

カリマンタ 40 12 2 

・、ス ラ ベ シノ 1 8 ， 1 
^~ 

ヌサテンガラ 6 6 3 

インドネシア計 1,120 1,591 1,354 801 237 

-4-



栽培作目別にみたエステート数はゴムが穀も多く次いでコーヒ--'茶， ，オイルパーム，キナ

なっているが，経営面積でみるとゴム，オイルパーム，甘熙，茶，コーヒー，ココア，キナの順

となっている。又地城別分布をみると，甘原のエステートは中，東部ジャワに集中して森り，コムは

西ジャワ，スマトラ，コーヒーは東部:;,ャワにそれぞれ集中し，エステートの殆んどはジャワ，スマ

トラに立地している。スマトラを除く外領ではカリマンタン，スラベジにゴム位）が若干立地している

程度である。なおスマトラは，ゴム，オイルバームを中心に約 22 0のエステートがあり，エステー

ト管理面積はジャワ本島の約 2倍に達しているのか注目される（第 5表，第 6表参照）。

次忙個別経営の内容を第 7表に心とついて概観してみよう。全国の 1戸当りの乎均耕作面積は 1、1

h aであり日本と大差ない。しかしジャワ本島に限ってみると 0.7 ha強であり，そ

される。自小作別の農家数では自作農家が圧倒的に多く全体の60笏強であり，小作農家はわずか 7

佑忙すぎない（第 8表）。自作農家比率が低いのはジャワ本島，バリ島等の古くから出発された人口

ある。総丑髯土地面積のうち目作経営地比率は全国乎均で 82 7 %で，残り 17. 3 %は小

となっている、しかし，ジャワ，バリ島では自作竺営地比率か 735%,729%と全固乎

均に比べて低〈，小作地比率が相対的vc晶くなっている 3 このことはこれら

解が進んでいること合意味しており，このことは後で述べる

帯でも云える。

次に主要な食糧作物の作付励向を第 10表でみると，水稲，

ャワ州チャンジュ

して伸びている

のに対して，他の作物特忙メイ

びを第 12表によってみると

ぎい。主た各作物の ha当り収直の伸

上昇しているか，メイズ，落花生，大豆は横這い，キャッ

サバはむし

ラベ

している。地城別にみると全作物とも、ジャワ，マドウラ，スマトラ，ス

く，カリマンクン，イリア い3

要素の 1つである肥料投入量をみたのか第 l3表であるか，ジャワ本島が全耕地の 56 %強［こ施肥し

ているのが最高で次いでバリ島の 37茄弱で，カリマンタン，スラベジはそれぞれ3茄弱， 6%弱に

とどまっている。しかし，購人氣機質肥料の投下面積はそれよりはるか侭低く，最禍のジャワ本島で

もわずかに 34 %強にす宮ない。カリマンタンにいたっては全耕地の 0.4佑で，無機質肥料は殆んど

使用していないといってよい。これを更に内部に立ち入って検討する必要かあろう。検討すべぎ統計

はないがおそらくエステートを除いた住民農業の場合は上記数値より更に低い施肥割合しかなかろう。

このように施肥菫が低い原囚としては，①肥料購入資金の不足，②施肥集約農業についての知識の欠

如があげられよう。この点はインドネジァの中でも最も進んだ柾作地帯といわれる西部ジャワのチャ

ンジュール県の稲作農家でも確認できることである。

以上，インドネシア農梁を

ば，

よって既観したか，インドネジア すれ

インドネジァ農業を構成しているのはエステートと住民農業であり，前者はスカルノ政権以降

いし自国民組合経営忙移管され，外国人資本，技術者の拡収にともなって技術の低下，

~5~ 



第 5表 主要作物別エステート数 1 9 6 5年 7月現在 (ha) 

甘 庶 コ‘ ム コーヒ
．一

数 面積 数 積 数 面秋

ジャカ 6 5 1 

西 ジ 7,0 1 3 25 2,688 l 1 5 

中 ジ 1 0,32 4 5 9,548 27 16 
.. . . ---

ジョクジャ 1,384 

東 ジ ヤ ワ △ 3 1,5 1 9 42,384 102 06 

ジャワ 計 5 0,2 40 1 95,271 1 9,934 

ス マ 卜 ラ 87 314,286 41 7 

カリマンクン 8,525 
' -

ス ラ ベ シ 1,981 2 33 6 

ヌサテンガラ 204 2 222 

全 国 計 56 27 520,267 13 9 40,909 

△ は自作農場をもたない 1 エステー~ む。

第 6表 主要作物作付面積及び収鼠（エステート分） 1 9 6 2 

コヤ L、 茶 コーヒー—

t 

西、；； ヤ ワ 23 

中 ジ ヤ ワ 37 

東 ；ヽ； 28 

ジ ヤ ワ 計 88 

ス マ 卜

カリマン

ス ラ ベ シ 1 9 

ヌサテンガラ

全国計 1,1 1 0 596,264 2,659 2 0 4,6 14 
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茶 キ ナ コ コ 了 オイルパーム

数 数 面積 数 面積 数 面
.... 

99 6,830 8 2,2 0 1 2 3 610 

， 3,163 1 0 3,5 
- -

.... 

7 2,451 3 256 ， 1,2 2 
、---、--

11 5 5 2.4 4 4 1 2,437 20 5,0 1 3 6 l 0 

， 14,325 1 22 4 1,0 6 39 l 0 3 

..• —‘ 

124 6 6,7 6 9 22 2,459 24 6,074 4 7,946 

-7-



第 7表 1963センサス

第 8表 自小 1乍別農家比率（％）

戸 数

ジャワ
--ヽ-- - 、- ------

ス マトラ
---- ------

カリマンタン
ヽ ・し ● 

ラ

ヌサテンガラ
-------

全国計 6 4.1 

第 9表 経営耕地自小 営地別割合 (1,000ha)

--一- -

ジ ャワ
- ヽー・ ｀ ヽ — 

スマトラ
---- --- ---- --------、一

カリマンタン
-- -・- -
スラベジ

-、--
バ リ

→ -ヽ--
ヌサテンガラ

-- -

目t

(100.0) 

251 (1000) 

6 9 3 (1 0 0.0) 
-- . --- -. -

J 2,8 8 4 (1 0 0 0)  

183 

6 3 7 

1 0,6 6 :1 

833 

注） 1968~69 Statistical pocketbook of 

--8-
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第 13表 施肥面積 (1,000ha) 

内 訳

総農地面積 施肥面積 無機質 有機質
両者の併用

肥料施用 肥料施用
. 

5,6 4 7 3,168 455 1,222 1,461 
ジ ヤ ワ

(1 0 0.0) (5 6 1) (8.0) (21.0) (2 5 8) 

4,508 261 63 100 98 
ス マ 卜 ラ

(2  1) (IO 0. 0) (5  7) (1. 3) （ 2) 

1,4 1 8 40 3 3 
カリマンタン

(l O 0.0) (2  8) (0.2) （ ） (0.2) 

967 55 25 22 8 
ス ラ ペ シ／

(1 0 0.0) (5,6) (2  5) (2.2) (0.8) 

251 92 ， 56 27 _,, 
リ

(1 0 0.0) (3 6.6) (3.5) (2 2 3) (1 0. 7) 

693 105 1 8 76 1 1 
ヌサテンガラ

(1000) (151) (2.5) (10 9 (1.5) 

12,884 3,725 572 1,511 1,642 
計

(1000) (2 8.9) (4.4) (11 7 (12. 7) 

出所 S t a t i s t i c a l po c k e t b o o k o f I n <l on e s i a 1 9 6 8~6 9 

して革命以前の水準をいまだに回復していない。エステート農業はゴム，

コーヒー，ココア，オイルバーム等の特用輸出作物であり，エステート農業生産力の如何がインドネ

ジア輸出産業に直接彰薯する。一方，住民農業は近時エステート農業同様に特用商品作物の栽培も漸

次増えているが大半は食糧作物生産か主で，その中でも稲作が中心である。ジャワ本島では水のある

ところは 1,000m以上の標高でも水田が造成され，日本以上に棚田が多い。しかも 1戸当り経営耕

地は0.7 h a忙すき｀ず，多くの住民農業は自給農業生産の城をでず，インドネシア全体では米の国内

自旅合がでぎず，毎年数 10万トンの米を輸入している。

② 任民農業の主流である稲作は水利の関係で 1~2期作があり第 1次5カ年計画の資料によれば

天水田が全水田の 24%を占めており，降雨量に大きく左右され不安定である。それに対して，人工

灌漑水田は約 17 0万haの34. 2 %忙あたり，残りは素堀りの簡易灌漑水田である。人工灌漑水田

も施設の維持管理等が充分でなく，機能が低下し，末端水田への水供給の不足と雨期における出水を

惹含おこしている。インドネジア稲作を現在左右する最大の要因は灌漑条件であり，高収鼠品種の導

入，施肥，病害防除，機械化を図るにも水のコントロールが前提であり，水利施設の整備と土地基盤

の整備が緊急を要する課題となっている。政府も大規模水利事業はすべて公共事業省で所管し，毎年

莫大な予算を計上している。近年，西部ジャワの Tj it arum 河の上流にDjatiluhurダム

を建設し，北部沿岸平野の 16 5千haの水田と 12 1千haの畑地への灌漑によって，農業生産の
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安定忙寄与しているし，中部ジャワのTega!地域のTjatjabang

千 haの灌漑を行っている。

貯水池も完成し，地城44 

第 14表 灌漑方法別水田面積

~ ~．~ ~.. 

面 積 成比 ..、/

人工灌漑水田 1 7 0万ha 34.2弼

半人工灌漑水田 76 153 

簡易潅漑水田 1 3 0 26 2 

天 水 田 120 2 4.1 

計 I 4 96 100,0 

庄） The f i rs t five year development plan 

1 9 6 9/7 0~1 9 7 3/7 4 

③
 
一方，畑作はメイズ，キャッサバ等の食幅作物と特用商品作物が栽培され，一般に畑地利用は

粗放である。中西部の傾斜畑地にはパナナ，キャッサパが多いか，東部ではメイズの栽培が中心とな

っている。 しかし単位面積当り収入は水田にはるかに及ばず，水の使のあるところはすべて水田に造

成され，畑地はエロージョンと干魃に悩支されて翡り今後，畑地農業の振興化は作物選択と共に畑の

土地基盤の整備が大切である。

第 15表 住民農業とエステート農業の 1虹係

住 民農

戸 数

西部、ジャ

中部ジャ

東部、ジャ

ス マ 卜

ワ

ワ

ワ

ラ

カリマンクン

ス ―フ ペ シ／

,,, 
リ

ヌサテンガラ

1,0 0 0戸

2,1 7 8 

2,967 

2,790 

2,205 

553 

774 

266 

503 

l 
―. ―ャ -~I

面積 T
I 1,0 O Oh a , 

1,5 1 3 

2,0 1 4 

2,120 

'.3,9 0 8 

1,4 1 8 

967 

2 5 1 

計 12,236 

業農

1

卜

~
 

．
 

-

―

-

テ

戸

3

9

7

l

-

0

ス

3

8

1

-

2

-
1
 

工
―

-
L

~
 ，＇ 

4
 

3
『

9
i
4
 

6

8

 
2
 
ー

戸 数

367 

97 

1 7 3 

343 

面

30 3 

一

1 ェステート農 l
一i
菜の面積比

. I -- ------

I % 

I 

積

1,000 ha 

58 

164 

1,002 

0

8

2

 

4

1

 

4 

1,591 

1 6.6 

2.7 

7.1 

20.4 

2.7 

1.8 

0.7 
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第 16表 ジャワ，マドウラにおける主要作物の月別植付面積及び収穫面積(LOOOh a) 

出所 小島ー政他，“インドネシアの栢作 "P3 3 , 第2~6表

庄） 1. 水稲 gogorantja 陸稲の合計

2. 原資料 Statistical Pocketbook of Indonesia 1959 
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2) チヘア地区の概況

チヘア地区は迅i部ジャワ少II,チャンジュール県のBodjung Pidjung郡と Tjirandjang

郡 2つに支たがり，地区内面積は 1,086haである。チヘア地区はジャカルクヘ13 0 I伽，パンド

ンヘ50 Kmの地点にあるTjirandiang から約 4Kmの地点にある。国道沿いのTjirandjang

からは小邸パスの運行もあり，交趙の便には恵注れている。

標高は 200~300mであり南から北肛向って｛頃斜している（

1 0 0 h aの地区は 20 0分の 1の傾斜）。

イロットファーム，

母材とする あり，丘陵地帝の水田の 1部には安山岩が露出している u

チヘア地区の出拓は比較的新しく 20由紀初頒である。当地区は 19 では低湿地でマラ

リアが多発し， 忙わたって土地改良を吋画したが資本と技術の不足から実現を

みなかった。その後オランダのオ支術者と 1 8 8 6 

した。その後約 10 

ら開拓が始注り， 18 8 9 

は取水ダム， わたって開拓者の移住，閲拓

か行われ， 19 1 4年にほぼ現在のチヘア地区が誕生した。

チヘア地区 1,0 8 6 h aは5つの村に行政区はわかれているが，閑拓以来， 19 6 8年注では西部

ジャワ州のPerusahan Pertanian Tjihea (チヘア農業公社）が畑地と宅地を除いた水

田すべてを管理し， 1部の水田 (31.7ha)はP.P.チヘアが種子生産直営農場としていた以外は移

住者に貸付けていた。小作農民は小作料として生産物の贔をP.P.チヘアに納めてきた。

P.~ チヘアの目 と地区農業振興の拠点地区になることの 2つであった。原種生産はホヤ

ゴールの中央農業研究所 (Lembaga pusat peneritean pertanian) から原々種の

配分をうけ，それの原柏生産をし，西部ジャワの各県に送り，水稲品種の改良を図る。この目的は

1 9 7 0年に機構が改革されPerusahan Djawatan Tani Makmur Tjiheaになった

今日でも変わらない。

1 9 6 8年インドネジア政府は地区内の自立紐営育成vcよる農民生活の向上を目的として， 25 0 

h aを除いた残り 83 6 h aを地区内農民2,47 7人に売却した。 25 0 h aは州の直営農場用地と

して確保し，種子生産と一般食糧米生産にあてており，運営は独立採算を立て前としている。

配分時の買いうけ資格者数と売却面積は次のようであり，配分にあたっては正確な測量と交換分合

がなされた

買い受け資格者 売却面積

1. チヘアで8年以上耕作している小作農民 耕作面積の 76 % 

2. チヘアで8年未満耕作している小作農民 耕作面積の 60 % 

3. オランダ政府に水田を貿収されたもので非農家 l率に0.2 5 h a 

買い受け人数

2,2 1 0人

9 8人

1 6 9人

計 2,47 7人

注） 海外技術協力事業団 インドネジア国チヘア地区農業謁発計画実施設計報告書

昭和46年 4月を参照した。
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一方，売却価格は ha当り 1級田RP6 o, o O O , 2級田RP5 0, 0 0 0 , 3級田RP4 0, O O 0 

であり，売却当時の地区周辺の水田価格RP 6 0 0. 0 0 0 ~ 6 5 0, 0 0 0 0こ較べれば 10分の 1以下

であり，しかも無利子の 5年間にわたる半年賦払いという特典を与えられた。しかし，一方では売買

土地代金の賦払いが終るまでの 5年間の権利移動を禁止し，土地の権利暑はすべてP.P.Ti i he a 

しだ。

吉た配分時に 13,742ha のかくれ地がみつかり，これは直営農場 25 0 haに加えて運営さ

れている。

1 9 6 8年以前の小作地時代の小作料は以下のとおりである。

1級田

2級田

3級田

雨季作ha当り 70 0 Kg 

11 6 0 0Kg 

II 300Kg 

庄）いずれも paddy (乾煉籾）

乾季作ha当り 25 0 Kg 

11 2 0 0Kg 

II 1 0 0 Kq 

このうち，雨季作で約 100~120t,乾季作で40~50tは地区内を 4区に分け各区 50 ha 

計 20 0 h aを採種農場忙指定し，種子生産をさせ，それを小作料として納めさせていた。 19 6 9 

年以降は種子生産はすべて直営農場で行っている。なお参考までにチヘア地区の年次別のha当り収

績を示したのが第 17表であり，インドネシア乎均の約 2倍の収量をあげておi"]J'インドネジアの先

進的稲作地帯の中でもトップレベルにある。チヘアの稲作生産力が高いのは進んだ栽培技術と

漑施設が完備し，水利忙恵まれている点が指摘されねばならない。

チヘア地区への給水はチソカン川を水源としており，地区西部のチソカン取水堰から最大取水量毎

秒7Om'/ sec を取水し，幹線水路，支線水路（第2次水路，第3次水路）を利用して，チヘアを

含めての 5,4 0 9 h aの水田に灌漑している。幹線水路は全長 17 Kmに及ひ，急竣な地形を通ってい

るので途中数多くの落差を設けたり，中小河川との交差地点は水路橋で逍していふ n 水足は梯形断面の

土水色てめるっ支ぷ免且幹訂知名が直接分岐する水記と幹涼水悦から一度自然河川屈放流し，再度それから

頭着土により取水するものとある。第 3次水路は第 2次水路から分岐する水路をさしている。水路延

2次水路 537Krn,第 3次水路20 0. 2 Kmに及んでいる。

これら灌漑施設の管理は取水堰から第 2次水跨注では公共事業省が直轄しており，公共事業省チャ

ンジュール県チランジャン事務所がその任に当っている。第3次水路以下は農民管理となっており各

村から 1~2名の用水管理人が選出され，管理に当っている。この管理人はチランジャン事務所と連

絡をとりながら用水配分を行っている。特にチヘア地区は渇水期にチソカン川の流量が減り，全城へ

の用水供給ができないため，全城を 2ブロックに等分し，乾季にはブロック交代で用水供給を行って

いる。雨期には全城に用水を供給するが，乾期には半分の地域しか用水の保証を与えていない。また

8~9月には幹線水路を止め，幹線水路の除砂土と修理を行っている。な甚単位用水絋は 1.2,£/ha

で計画されているということである。

チヘア地区では第 1図忙示す円形の用水計画図にもとづいて用水を供給している。
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第 17表 Tjihea地区の収穫量の推移

年 次 雨季 ton/ha 乾季 ton/ha

1 9 6 1 3, 1 2 5 2,3 4 3 

4, 1 3 2, 8 7 0 

4,1 6 3, 5 8 0 

5, 0 4 

4,840 

6 6 4,L 7 0 

6 7 

6 8 3,2 5 5 

6 9 3, 5 1 3 

1 9 7 0 1 2 

年次間の差は降雨日数，量等の天候忙困係なくその年の施肥箪

の多寡によるものといわれている。

第 18表 Tjihea に於ける年別月別降雨量(mm)
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一方，排水は地区内の自然河川と Tjitalahab Tjibaregbeg Tjirandjang, 

T j i b i u k , T j i h a n d e u I e um 等が排水幹線で，全長l7 8畑に及んでいる。排水幹線からは

T j i so k an, T j i tar um川忙排水している。

次忙チヘア地区の営農方式に

は殆ん で開は宅地に附帯

しくふれるが，チヘア地区の耕地

いる他は竹林として利用され，

も差しつかえない状態である。

る程度である。畑はココナッ，パナ

ご〈まれである。従って営農方式は水稲作専業といって

しかし土地利用と結びつかない山羊，鶏，アヒルが農家の自給用に飼

9 、

われ， りに出される

，集約化は殆んどみるべぎものはないが，

忙占め たるものである。農業経営の

ら行商人，仲貞人， と多岐にわたっ

ている。 られるようである。

チヘア地区での水田の多目的利用がみられない理由としては次の諸点が指桐できる。

ある上に，湿田が多いため水のコントロールから個別的な畑地転用が不

可能であること。

②

③

 

水稲収益に匹敵で、きる収益作物かチヘア地区の場合忙みられない。

水稲作については後Vこのべるよう忙種子，肥料， ，雇用労賃等の現金支出忙対してクレジ

ットか用意されているか他の作物についてはない。

④
 
水田面禎が少〈，多くの農家は水稲を自給飯米用に栽培し，他の作物への転換モメントに欠け

ている。

3) タニ・マムール チヘアとチヘア農民との関係

チヘア地区 l,086haは l9 6 8年に州直営農場用地として 25 0 haを残し，他はすぺて地区

内小作農民に払い下げた。 1 9 6 8年以前は西部ジャワ州農業部の出先である P.P.Tjihea

(Perusahaan Pertanian Tjihea)が3L 7 haを利用して原種生産を行っていた。そ

の後，農足生活の向上を目的にして小作地の払い下げを行うと共忙，種子生産の拡大と Tji he a地

demonstration を行うことを目的に直営地を 31.7haから 25 0 h a忙拡大

し応直営農場は独立採算制を立て前としている。 P.P.Tji heaの機構図は下記のようである。
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Tjihea州直営農場の職員数は約 22 0名である。

P.P.Tjiheaは19 7 0年にいたって，名称をPerdjan Tani l¥lfa kmu r'T j i he a紅す

るとともに，直営農場の管理のみならず， Tjihea地区農民の指導紅あたることにした0 従って，

Tani Makmu r 'l'jiheaになった以降の機構図を示せば下記のようである。
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Perdjan Tani Makmur Tjiheaの長が直営農場，地区全般の責任者となり，

営農場の責任者として運営忙あたっている。

また地区内農民は行政区と関係なく， 5区 (WiI a j ah)vて分けられ， Wi! a j ahは更に

Kelompok(グループ）に分けられている。各WiI a j ah に

，
 

,t/ 
〈であるの

第 19表 Tj i hea 各 Wila j ah 

合計

ha 

58468 187 7 8 9 

!! 42 7 5 1 228218 50,356 8.745 59101 287319 

！）］ 37 466 204.423 56483 56483 6,260.90 (~ 

IV 4 1 666 105557 51.717 0560 4.437 56714 252271 

予備地は 19 6 9年配分の際，原野その他閲田分か発見されたもの

Aは，収桟物は直営農場分 Bは，州政府匹酌入しているもの。

Ke l ompok鯰数は 16 0であり，この中忙 demonstration farmを設けて， Tani

Makmur Tjihea 

fa rm は店季作と

した如く，チヘア旭区では乾季作の水の保加か全体の％しかないため，

1971~2年の

] 7戸， 1クH寸面積で 5h a程度である。これら demonstration farm 

筐対しては州職員が水稲作の耕種栢準を作成すると共に，各 demonstration farm 

(I〈ey farmer 会議）を月 1位］定期筐関催し現地圃場指導を行っている。注たdemonstration

fa rm に対して

（
 

r
1
 
E
 

し
JJヽ

ひかえめにする傾向があり， り

l 6カ所に demonstration farm 

導している。 trn t ion 

となっている n

にあたっては危

いためである。

した。 ］力所当りの規

，スプレーヤー，足ぶみ脱穀機等の農機具も貸与している。

更忙 demonstration farmに参加している農家に対しては月 o.5弼の利子率で下記の生産

資材忙対してクレジットを与えている。

このように demonstration farmに対しては技術指導，信用供与を集中的忙行い，地区内

水稲技術向上の拠点忙している。クレジットは各季の収穫直後，米ないし現金でTani 、Makmur

T j i he aに返済すること忙なっている。
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h a当り

① 種 子 代 3 0 Kg 

尿素 2 l 5 
肥料

T s 1 1 5 Kg 

殺 ソ 剤 ½K9 
③ 薬剤｛

ダイアジノン 2必

2 チヘア地区涎業経営実態分析

1) 経営耕地と労働力の関係

岸 価

RP 4 0 

2 6 6 0 

2 6 6 0 

4 5 0 

1, 1 7 5 

Total 

T j i hea 地区 demonstration farmの中

価 額

RP 1, 2 0 O 

5, 7 1 9 

3, 0 5 9 

2 2 5 

2,350 

RP 1 2, 5 5 3 / n a 

2,2 0 5 ha 

最小0.2 2 4 haで25戸乎均で 1.109haとなっており， demonst rat i on farmの一般
庄 2)

参加農家の耕作規模より大きい0 2 5戸中， 2h a以上農家 4戸， 1~ 2 h a農家 10戸，
o. 5 ~ 1 h a農家 8戸， 0.5 h a以下3戸となっている。ここで注意すべぎことは， 19 6 8年の小
作地の払い下げ以前は直営農場分 31. 7 h aであったのが， 19 6 8年以降は25 0 haと拡大され

たため，払い下げ後の 1戸当り 5年前の l9 6 7年忙較べて 2戸を除いてすべて減少して

いることである。つ注り Tii hea 1 9 6 8 より自作農家尻なったが，それは

経営耕地の滅少を伐償としてのことであった。託営耕地はすべて水田で畑地は自宅回り！てある程度で

は殆んどない。次に啄族員は最高 14人，最低2人で平均7.4 4人で耕作規模の大きい階

層ほ という傾向がみられる。つ安り耕作規板1-0 ha以上は l戸当り 83人に対して，

LO ha以下層は， 64人で 1戸当り 20人の差がみられる。

ところが農業従事家族労勧力数は耕作規模が大となる侭従って減少し 2.0ha以上の農家層で全〈

いない。このことは次のことを意味する。上層農化は農作業に酎え得る家族労働力がいないのでは左

く，上層農は作業を殆/,_ど屈傭忙依存し，経営主なり家族員は水田の見廻り，作業の監督程度で自ら

の手で農作業をしない。

注 1) 中核農家群とは各demonstration farmの Key--farmer (1名）と

Secretary(I名）を指す。

注2) Tjihea 地区の正節な耕作規模別農家数の分布を把賑する資料はないが，直営牒場で調

べた資料によれは0.5 ha未満， 36. 1 % , 0. 5 ~ 1. 0 h a 6 1. 0 % , 1. 0 h a 2. 9笏と

なっている。これによれば中核農家群は上層農に偏っているといえる。
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2) 兼業態様

調査農家25戸中，兼業収人が全くないのはわずか 4戸にすぎず， 21戸は何らかの農外収入

ている。

（兼業種類）

仲買人

商 店

職 員

農業労勧者

その他

計

（戸数）

1 1戸

2戸

5戸

4戸

4戸

2 6戸

但し， 1戸2人の兼業に従事している人もいるの

業戸数2I戸と総計26戸は合致しない。

これら兼業種類は上層農家の方が有利な兼業に従事し，

l戸当り兼業収入も高い。例えば仲買人にしても上層

農は冨気磯具，大家畜筈の多額の資金を要する仲買い

をやり，収入も大きい。それに対して中小農家は自転

車と， 3,0 O OR  P程度の資金があれは技能が特に要

らない籾の仲買忙従事している。更には上層農には商店，精米所等の自宮兼業も多くみうけられる。

兼業農家 21戸の 1戸当り兼業収入は61.500RP強で後でのべる 1戸当り米の平均敗売顕 147,800

RP弱に比較して相当の割合を占めている。兼業収入の最大の農家は精米所経営で年間 16 0, 0 0 0 

RPの収入がある。これは大学卒業 10数年たった官吏の年俸に匹敵する額である。兼業種類及ひ年

間兼業収入は第 31表に示す如くである。チヘア地区周辺には工場や大ぎな商店はなく，職員兼業は

洲の直営農場か学校の教員程度である。職員兼業は staff(職員）と employee(雇人）との身

分較差が厳然としてあり，給料にも格段の差がある。農家出身の多〈はemployee であり，収入

は高いとはいえない。村の役員の場合現物支給という例も支だ残っているし，正式の教員でない場合，

年俸48, 0 0 0 RPという低賃金の例もある。

3) 土地の賃貸借方式

チヘア地区でみられる小作の形態を大別すると次の 3つがある。

第 1には，一般にみられる近代的な小作形態であり，定額の現金ないし現物小作料を年々支払う小

作閑係である。

第2には，分益小作形態である。つまり収穫物の一定割合を支払う形態である。チヘアでは収穫物

を地主と小作人が半分ずつ分けるのが一般的である。分益小作形態の中にも生産資材を地主持ちにす

る場合が少数みられるが，一般には生産資材は小作人負担である。

第 3は，小作と定義づけられるかどうか間題であるが，借金の抵当に土地を入れ，惜金の返済が終

了するまで債権者が土地を利用する事例である。つまり借金の利子分として土地利用を債権者に認め

るわけである。借金の抵当に入れる土地面積！ては一定の基準がなく，相対の話し合いで決められてい

る。

この 3つの小作形態があるため下層農か上屑農から土地を倍りるという一定の傾向はみられす，土

地の貸借は全層的にみられ，その形態も複雑である。
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調査結果によれは第 1のケースの近代的小農形態が I0例で最も多く，第 2の分益小作形態も 6例

みられる。これに対して第3の形態は 5例となっているが貸借条件はバラエティに富んでいる。それ

を例示すると下記の如くであり 10 a当り l9, 0 0 0 RP前後から最高 80, 0 O O RPまでの巾があ

る。 以上の 3つの小作形態以外に息子に無料で土地を貸付けている事例が2つほどみられる。

第 20表 土地抵当小作形態の貸借条件

農家番号 貸借面積 I 貸借金額 0.1 ha当り貸借金額

ha I RP RP 

1 1 0.30 0 95,000 3 1,7 0 0 

1 5 0.3 6 0 100,000 27,800 

7 0.5 60 320,000 5 7,1 0 0 

ロー・王＿均ニ,o., '°j_ I 80,000 
19,000 

5 0 200,000 80,000 

8 0 159,000 43,120 

4) 家畜飼簑状況

調査農家の家畜飼養の状況をみると水牛・牛等の大家畜飼養は皆無である。山羊は 25戸中 8戸

(3 2 %)で飼養しており 1戸当り飼養頭数は最大8頭であり，平均 3.8頭となっている。一方鶏は

2 5戸中 21戸(84 %)で飼養し，乎均飼養羽数は 12羽強となっている。その他アヒルを 1戸

2 5羽かっている事例がみられた。山羊飼養は中上層に多くみられるが，鶏は全層的にみられた。

飼養形態は山羊は舎飼いが一般的であるが，鶏は放飼であり，自家精米のヌカ等をエサにしており

一般にやせており集約管理とはいえない。山羊の飼養は販売を目的としているが，鶏は自家用の卵肉

取得が目的で一部は販売忙主わしているようである。インドネシアでは鶏肉•鶏卵は喜ばれ高く取引

きされている。卵 1個13RP,鶏で250~300RPしているのに対して山羊は安く 1頭3,000

RP前後でとりひきされている。山羊飼養は採草地つ注り宅地が広くあるかどうかに左右され，宅地

の広い中上層農に限られる。何故なら畦畔草は殆んどなく，山羊のエサになる草は自宅周辺の空地し

かないからである。

鶏の飼養を舎飼いにする動ぎは全くなく，正砥に自分のニワトリの数を知らない農家すらある。鶏

の放飼はインドネシア全土でみられることであり，チャンジュール県だけの現象ではない。今後，農

業所得の向上策の手段として家畜飼養，特に士地利用と結びつかない家禽類の導入を考えるとき，飼

養方式の根本からあらためる必要があろう。

次に水牛，牛等の大家畜飼養がみられないのは第 1に水田地帯で草資源がとぼしいことが指摘され

る。第2にはこれら大家畜を役利用目的で飼養するより，雇用労働に依存した方が有利であるからで

ある。西部ジャワでは水牛が多いところであるが，チャンジュール特にチヘア地区は水牛飼養が調査
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農家以外でも殆んどみられず，水田の耕起，代かきはすべて人力で行っている。水牛飼養が少ない他

の理由は購入価格が 1頭 40, O o OR P前後し，乎均40 a弱の水田規模では負担できないこともあ

ろう。

5) 土地移動の実態

チヘア地区における水田の地価水準は幹線道路から離れたところでha当り 70万RP,幹線道路

にそった便利のよいところでha当り 10 0万RPが平均的地価水準である。一方，住宅地として取

ひきされる場合には 14 0万RP前後しているということである。

調査対象農家25戸中過去 5カ年間に土地の売買をした面積及び戸数は第 21表のようである。購

入農家 8戸，販売農家 5戸であり，過去 5年間に売ったり買ったりを同時に行ったのは①番農家 1戸

のみである。 1件当りの平均購入面積は0.3 9 5 haで，販売面積は0.3 7 4 h aとなっている。 ha

当りの購入価格 80 8, 0 0 OR  P販売価格62 9,0 O O RPであり，地域の地価水準に符合する。

第 21表 過去 5カ年間の土地移動 (1967~1972年）

I 
購 入 販

売------］; 農家番号

I 面 積 購入価格 面積 販売価格一ー，！ 

① 0.7 4 0 ha 9 8 8,0 0 ORP 0.350 ha 2 4 5,0 0 O RP 

② 0.70 0 490,000 

@ 0.5 0 0 350,000 

⑤ 〇.70 0 400,000 

⑨ 0,4 2 0 210,000 

R 0.3 0 0 2 10,00 0 

⑬ 0.42 3 296,100 

⑮ 0.14 0 70,000 

⑯ 0 0 70 40,000 

⑱ 0.35 0 196,000 

⑳ 0.0 90 63,000 

＠ 0.2 5 0 1 7 5,0 0 0 

計 3.163 2,5 5 7,1 0 0 1.870 1,176,000 
"—‘ ， 
平均 0.3 95 0.3 7 4 

"" 

ha当り取引地価 808,441 628,877 
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以上みた土地移動の動向と先にみた小作形態の第 3の土地担保による土地の流動化を合せ考えると

チヘア地区での土地の流動性はかなり大きいといわなければならない。このことは，チヘア地区での

階層分解のきざしがでていることを意味する。ましてや現在はチヘア地区内 1,0 8 6 h aの土地忙つ

いては 19 6 8年から 5年間は土地移動を禁じている現状から考えると一層このことの重大性が指摘

できる。つ支り，チヘア地区の土地移動が認められた場合には，土地移動が一層加速化されることが

考えられる。

土地を売却する場合の動機としては家の新築，借金の累積，メッカ巡礼のための費用捻出等々と多

岐にわたっている。インドネジアはスカルノ政権時代，度重なるインフレによって国民一般の現金貯

蓄の意欲は低く，貯蓄する場合忙は金銀等の貴金属，籾等の現物蓄積が一般である。そのことは，調

査農家についてもみられ， 25戸中貯醤のあるのは 13戸 (52 %)にすぎず，しかも 1戸当り 1,0 

0 0 RP台が（組合貯金） 1 0戸と大部分を占め，後は 5,00 o RP 1戸， 20, 0 0 OR P 1戸，

1 0 0, 0 0 0 RP  1戸となり現金貯蓄額の低さがうかがえよう。従って，貴金属，籾等のストックの

ない農家はまと主って金がいる場合には土地を抵当にするか，土地を売却する以外にない。低利な制

度資金が整備されていないインドネシアの現状からみれば当然といえる。信用力のある上層農の場合

でも月当り金利が3%と高い現状では農民は手がでないだろう。チヘア地区の聞きとりによれば中下

層農は家の新築，生活費の捻出のための土地売却であり，上層農はメッカ巡礼費の捻出が土地売却の

最大の契機とみられる。回教徒の場合メッカ巡礼によってハジの称号をあたえられ，人生最大の名誉

といわれ，財産を投げだしてでもメッカ巡礼する傾向がある。調査25戸中 2戸が過去 1年間に巡礼

に加わり， 1戸は土地を売却してその費用に当て，他の 1戸は籾と貴金属売却でその費用を捻出して

いる。なお 1人当り巡礼費は 35 o, O O O R P ~ 4 0 o, 0 0 0 R Pといわれ，土地 50 a分にあたるC
一方，土地を購入するのは中上層農が多い。購入資金は前述の如く，籾や貴金属の形で蓄積したも

のを売却してそれにあてている。

6) 水稲作技術の変遷

チヘア地区の稲作技術水準はジャワ島の中ではトップレベルにあり，高収量をあげている。高収量

要因を列挙すれば，

① 高収量品種の導入普及：インドネシアの在来改良種であるSentral と高収星品種で注目さ

れているPB が一般化し，更に 19 7 2年乾季作からはPeI i taが導入されている。

② 集約管理の徹底：短柵水苗代の普及，耕起，代掻等の励行，正条植，除草における手除草，手

おし回転除草機利用の一般化にみられる如<'作業手段忙ついてはわが国よりはるかに遅れているが

作業方法，管理法は非常に類似している。

③ 肥培，病害虫防除の一般化：チヘア地区のデモンストレーションファームではクレジットを出

して化学肥料の施用，病害虫防除を徹底的に行い，背負式噴霧機，ホリゾンタルスプレーヤー等の防

除機具を貸与し，その利用も一般化している。（第 22表参照）
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第 22表 h a当りビマスクレジット基準

三 索imas Biasa 
Bimas Baru 

種 （普通ビマス） （新ビマス）

数鼠 価格 数 直戸 価 格

l. 尿 10 O K<; 2,6 6 0 RP 200 5,320RP 

2. 重過燐酸 35 931 45 1.19 7 

3. 農薬（ダイアジノン） 2'C 2,350 2 i 2,350 

4. 駆ソ剤（ジンホスヘイト） 10 0 g 45 lOOg 45 

5 種 子 25kg 1,000 

6. スプレーア購入費 600 600 

7. 実 行 費 3,500 3,500 

計 10,086 1 4,0 1 2 

生産機材 19 7 1年乾季作 1971~72年雨季作最高価格

品目

Urea 

村渡最高価格

RP  26.6 O/K9 

備 考

Urea及ひTsp以外の肥料及び農薬類

Tsp RP  26.60/K9 

以上にみられるようにチヘア地区は湿田が多いこと。農道の不備，零細圃場が多いこと，農家に経

済力がないこと等から労働手段は手農具（鍬Patj o I , 穂摘器ani-a n i) の城にあるが，管理作

業そのものは周到に行われている。 ただ苗代管理が充分でなく発芽不揃いや過熟苗がみられたり，

水のコントロール技術忙改善の余地が残されている。農家の言葉を借りれば毎日圃場を見回るといっ

ているが，水管理技術の修得はまだ充分でないようである。

新技術導入の時期を農家別にみたのが第 23表であり，農家によって導入時期の違いがみられるが，

正条植は第2次大戦中に日本人技術者が指導したことに始まるといわれているが，他の作業は殆んど

1 9 4 0年代以降である。化学肥料は古い農家では 1936~37年雨季作から使用しているが殆ん

どは 40年代以降である。農薬はそれより更に遅れ，早い農家で 19 5 0年代であり多くは 19 6 0 

年代まで利用経験がない。手除草は比較的古くから普及しているが，除草機利用は正条植が始まった

以降である。注た二毛作は 19 5 0年以降でその歴史は古くない。

耕起作業における畜力利用は古い農家で 19 3 5 ~6年の雨季作からみられるが多くは 60年代以

降であり，それも現在は中止し，手作業ないし耕転機（貸与）利用にかわってきている。大型トラク

ター利用は州直営農場の機械を利用して 19 7 1 ~2年の雨季作で一応利用してみているが，湿田が

多いことと，圃場区画が狭いことからその利用は定着していない。大型トラクター利用は現在の土地

基盤のままでは将来とも定着の可能性は少いだろう。
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ンドネシアに共通して云えること ，現金支出をともなわな

ある にはクレジットないし袖助

金の皇づけかたけれは難しい。チヘア地区でもクレジットがあれは使うがな するというこ

ム・ースに行なでその使用は流動的である。これに対して

われ も丘！い。チヘ←応 ,t也，区

している。

7) 蜆行の稲作技術

を消し，

ア地区の bemonstration farmて行っている

をみてみよう。 1971~2 dem吐；； tration farm 

8 8 h a弱（直営農場面積25 0 haを除くチヘア地区水田面積， 83 6 h aの15 %に当る），

1 9 7 2年乾季作で 78 ha強忙なって袋り，チヘア全地区をカバーしているとはいえぬが，

demonstration farm 良目標忙なっている。なお demon--

s t r a t i on fa rm 参加農家はほ厄指導基準を守っているとみて差しつかえないし，参加農家は

demonstration farm地区以外の水田 (demonstration farmは地縁集団であり地

区外に参加農家が水田をもっている場合にはその面積は先記加入面積に含まれていない。）について

も指導基準を適用しての稲栽培を行っているので指導基準にそっての栽培面積は実質的にはもっと多

いと推測される。

まず，耕起，代掻は殆んどの農家が鍬を使っての人力で行っているが， demonstration

fa rm 参加農家の一部では耕転機の利用がみられる。又一部では水牛を借りて耕起，代掻をおこな

っている。作業能率は第24表にみられる如くである。耕起2回，代掻でha当り延 85人の労力を

要している。

苗代は全部短柵水苗代であり，苗代

での施肥は播種後 3~4日すぎたと含

元肥としてT.S.P.Ureaを加当り

2 0 JJ-つつ施肥し，成育むらがあった

場合に限って urea を加当り 10 fl' 

施肥するよう指導している。本田には

基肥としてha当り urea 40/1', 

TSP 1 0 0 K9を施用する方針でいた

が， 19 7 2年の乾季作はTSP不足

が深刻化して本田には ha当り 60 K9 

弱しか施用できない。なお追肥は第 1

回目に ha当り urea を60 K9, 2 

第 24表 作業能率

作 業 名 ha当り所要労力

耕起（第 1回） 45人日

” （第 2回） 30 

代 か き 1 0 

田 植 27 

除草（第 1回手） 25 

II （第2回手） 25 

II (第3回除草機） 1 2 

防 除 6 

収 穫 1 0 0 
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回目に 10 Kr;, 第3回目の追肥を ha当り JOK9行っている。

次に田棺は25 cm X 2 5 cmの正．条植で 1株当りの本数は 3本に指導しているが夫際には 2~4本に

なっているようである。柏点は :3cmに指尋している

ている，この点今後指導によって改める必要がある。

1図の言t3回を原則としてあ"i;)' うよう

に4~ 5cmの深梢えとなっ
による

しているa な翡除草は，

demonstration farm以外でもチヘア地区では 3回除単を行っている。田干しは第2己目の
鴛9

う田植後40日以上たった時闊忙 l7~ 8日閲の中干しを行っているが，水利

あるため指導辿りvcは励行されていないようである。また収穫一週閲前に洛水するよう指導している

が雨季作の場合，次の乾季作の水確保の意味かあって落水の徴底かなされていない，

次に防除は伍代で 1回，本田で2~3日ダイアジノン， BHC粒剤，スミチオンを使用して行って

いる。散布は とホリゾンタル・スプレーヤーを利用して行う。

は第 Z5表紅みるようにPB5か成も多〈， 19 7 l年乾季作で 55 %弱， 1971~72年

雨季作で 77 %に述して姦り高収鼠品種の導人には積極的である。綺収鼠品種の 1つである C-4は

品質が悲いことから demonstration farmの作付は少い。これに対して，在来改良種の

sentral は食味，耐病性にすぐれていることから根郊く栽培されている。特に乾季作の場合，水

の保障が与えられていないWila j ah の場合在来改艮種の作付が増える傾向がある。

第 25表 品種別作付農家数及び作付面積

1 9 7 1年乾季作 1971~2年雨季作

作付戸数 作付面精 作付戸数 作付面積

p B 5 1 6戸(640) 14460ha(547) 25戸(1000) 209llha(77.0) 

Sentral 1 8 (7 2 0) 10685 (40.4) 5 (2  o.o) 1.988 (7.3) 

C 4 1 (4.0) 0.330 (1.2) 7 (2  8 0) 2362 (8  7) 

others 3 (1 2.0) 0938 (35 4 (1  6 0) 1.887 (6.9) 

（注） 1. 作付戸数欄の（ ）内は調査戸数 25戸に対する作付戸数割合，従って合計値は 10 0 % 

を越す。

2. 作付面積欄の（ ）内は総水稲作付面積に対する品種別作付面積割合

田中氏が調査したチャンジュール県の他の農家群の品種作付面積と比較してみるとチヘアでの高収

量品種の作付割合の高さが注目される。 （資料仮 23として刊行予定）
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第 26表 品種別作付面種

1970 dry season 1970/71 wet season 
"" 

ha ％ ha 

New Varieties 285 New Varieties 

P B 5 7.0 4 8 P B 5 954 

C -- 4 1,65 
C - 4 1055 Dewi Rat i h 0.2 0 

1-- - --・- -~---·--~-- --~-

National Varieties 78 National Varieties 

Syntha 1. 9 Syntha 0.15 

Dewit a r a 0.2 Dewit a r a 0.2 6 

Lo ca I Va r i e t i es 37 2 Local Varieties ヽ
ヽ

Genbang 0.7 Ranggala 0.2 7 

Hawara Batu 3.5 9 Hawara Batu 1、95

Central 0.2 5 Djereh 0,50 

Dj erah 0.5 Bulu 420 

Local 547 Local 0.50 

New and National 26 4 New and localv 2.6 3 

Varieties 7.5 New National localv 35 ］ 

Seratus Malum 3.0 

Total 28383 100.0 Total 28383 

5
 

}

2

 

一

．

?
j
 

3
 

田中洋介氏調査データーより

1 9 7 2年の乾季作からはPB5にかわってPeIi ta が derno n s t r a t i on far rnでの奨

励品種忙なり，この品種の作付が周辺農家忙も波及することか予想される,,

調査農家各戸の品種別の作付面積及び収量は第27表に示す如くであるがこれを，品種別に集計し

て10 a当り収量をみたのが第 28表である。注ず，高収鼠品種， Sentral ともに雨季作の方が

収量が高いのが注目される。乾季作の収鼠が低いのは水の保障がないことを見こして，肥料の投下鼠

が少いのが最大の掠因であり，次忙病害防除の不微底からくる減収，史には不足等が滅収要因として

あげられようっ

品種別収畠はC-・4,PB5 ,Sentral, その他品種（在来種）の順に低〈なり， C-4,P 

B5のいずれも雨季作忙はPadcl y (籾）で 52 0 Kg以上の高収菫をあけている。

チヘアで高収鼠品種が多い背景としてはこれら品種は多肥等の集約管理忙適する品種であることと

ともに生育日数が短かく 2期作に適していることがあけられる。在来種の場合 20 0日以上の生育日

数のものも多く 2期作ができない。そこでチヘアの場合忙は第2図の水田土地利用凶にみられるよう

な作付頓序をとるためには生育日数 15 0日以下のものが要請される。それ忙は高収量品柾のC-4,
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第 27表 品種別作付面積及び収量

I . -—·~ 
1 9 7 1年乾季作 J ---~--·-----····-、-- -------・---.----、一ー」 9_'.LL:::-翌年雨互~-作＿―-—←- -__ I 

I 面積！-・-・-・--・-・-・・--. "・--・" " • " -·-」鯰収＿鼠-~- J他当砂爛 面 積 I鯰収鼠し10a当り収量
① I PB4 l.205ha・4,000K,;l ::l32Kc; PB5--2.205h五―,-To,ooo屈 4-53Kc; 

--a万ー一崎悶 i:~ 闘 I ~ 岱闘 1 3 o o -----・---・ ~-----i--~ 
I 

321 PBs 0.578 3,300 : 571 
Sen 0. 81 5 i 2,500 i 3 0 7 C 4 0.1 4 0 1 6 O O i 42 8 

, ; Se n 0.1 7 5 I 6 5 0 I 、 371 

-------r ―----·---·----·-----·"—•一―---- I- --- _ge_!l! _ _L£:5_J __ +--__ j,Q_QQー→一紅8

-：：-7/i [／!9a]［ロ~
③ PB5 1.040 i 4,400 I 423 PB5 l.000 I 8,000 ! 800 
Sen 0. 7 0 0 i 3,000 I 429 C 4 1.000 I 7,400 740 
C 4 0.3 o o」 1500 」 500""" "、--・-・・・-----・・・・・-- ---・・ ・・-・・・・-・---・-- ....... —----·-----·-、，、一」··---·------·一

④ I PB5 0.700 I 3,200 457 PB5 1.000 6,500 I 6 50 
Sen 0. 5 0 0 [ 2,0 0 0 I 4 0 0 Se n 0.5 5 0 3,3 0 0 ! 5 O 8 

切 erah0.350一国了PBs-、―1.5""(J1J――-f---- --r 一—------·-· ・-・・--------・---・・・・----・--・-・・-------・--・・-証00~157
1 5,500 367 PBS 1.800 7,200 400 

喜／ーー／-~1i!~fflf~fit□□ ~-·;i~-~-.. ~•=m 言ー0万豆―・tTso 0-----1-- 520 
268 PBSり咋o I 3,7 o o I 4 1 4 

PB5 0.220 1 1.100 500 Sen 0.350 I 1,200 I 343 1-[ }!:: mt---+-s. 凰 I 1~~l~ff~ ニ
gem 0.292 50 1 11 lsen o5oo 1,600 ! 320 ! 

I 足em 0.14 8 1,100 I 7 4 3 
ー、一言―--sen 0.720 丁互5詞―-1――□r・7se n O 7 2 0 2,7 Ol'J"""—-375 —~ ―I 
------・ —□竺rah0.240 ! 1,200 1---~~--0 __ 1~ 竺竺0.240 I 1,500 : 625 I 
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第 29表 水稲の作業時期

~ —-- --------------·------—-~----- -------—ー一—--~---—し— -----・・-・---.. …, ~-------—-----------------・-・--..... 一—·--~------―-----
作 業

種子水選及び浸腫 2 2 

芽だし 2 1 

， 1 サ田 代 播 種 2 0 

71 苗代防除 （第 1回） 6 

l 本田基肥施肥 3 
2 
年田 植 0 

作除 (~ 第 ljiJJ) + 15 
ヘ栽防 除（第 1回） + 20 
培
品除草（第 2回） + 3 5 
贋防除（第 2回） + 5 0 
B 本田追肥 （第 2回） + 56 
5 
、J 本田追肥 （第 3回） + 8 0 

防除（第 3回） + 87 
収穫 + 1 1 0 

心—―ー----------+---·-—~--—--—---------・----- • 一-~ ―-- ----、-----
種子水選及び浸種 ー 22 

1 芽だし 2 1 

9 苗代播種 2 0 
7 
2 苗代防除 （第 1回） l 0 

塁本田基肥施肥 3 

］ 苗代防除 （第 2回） 1 

へ田 植 0 
栽
培 本田追肥（第 1回） + 1 5 
：瓜除草（第 1回） 5月l6日 + l 6 
'"O 
防 除 （第 1回） 5月20日 ＋ 2 0 (1) 

..;-
除単（第 2回） BHC散布 6月 4日 ＋ 3 5 

r., 
防除（第 2回） BHC散布 6月 19日 ＋ 5 0 

？ 
幼 穂 形 成 期 6月24日 ＋ リ 5 5 

ク 本田追肥 （第 2回） 6月29日 ＋ 6 0 
、-ヽ
防 除 （第 3回） 7月 19日 ＋ 8 0 

収 穫 8月 18日 ＋ 1 l 0 
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PBSかsentral 等の改艮在来種しかない。別項でのべた如く，乾季作にはTjiheaの約半分

の面積は水の保障がないため，乾季作を 1部であぎらめる農家がみられる。その場合には前の雨季作

に柑放栽培に耐える生産日款の長い在来種を作付することかあるが，一般には在米種の作付は殆んど

みられなくなっている。

チヘア地区の demonstration farmの耕柚基準によってみた作染時期は第29表の如〈で

あり播種から収穫までの生育日数は 13 0日強であり，乾季作から雨季作に移るまで約 2カ月間の余

裕があるが，雨季作から乾期作に移るときには l力月の余裕しかなく，田植前の耕起，代掻作莱が忙

しい。この作業時期は第 30表にみる他のチャンジュール地区の作業時期より田植が約 1カ月早くな

っている。

3 辿業経営分析

調査農家の経営収支の整理表は第31表に示した如〈である。農業収入では籾販売収入が圧飼的に

高〈，その他農産物として一括した山羊，にわとり，鶏卵の販元収入が1o, O O o RPをこえる農家

は1,2,6,19,25番の 5戸化す宮ない。なにがしかのその他農産物収入があったものを含め

ても 8戸で全体の 32%で残り 17戸68 %の農家の農業収入は籾販売収入のみである。農業収入に

兼業収入及び地代収入を含めた総現金収入は最高 57 2, 3 O OR P , 殴低 44, 9 7 0 RPと巾があり，

水稲作面積の大きな上位階層ぼど農家収入は裔い。つまり I階層か平均39 7, 3 2 0 RP , IT階層

1 3 8, 9 6 0 R P , Ill階層 13 5, 0 2 O R P , lV階層 58, 3 2 0 RPとなり， l階層はN階層の

弱の農家収入をあげている。また，上位階層ぼど第 33表iてみる如〈未販売の籾貯誡が多く，これを

評価見積りすれば収入差は一層大巻くたる。

次忙農業経営費の内訳をみたのか第;-i2表であり費目別にみると肥料代，労賃が大ぎく，両費目で

年間現金支払<V8 0 %以上を占めている。 しかも各階層とも農業雇用労賃がもっとも高い割合を占め

ている。これら農業労働供給源は各村で 10~30%を占めるといわれている“士地なし農業者”

であり，下層農家群といわれている。調査農家は， Key farmer群であり，部浴の有識層に属す

ることもあって自ら農作業につくのは全作業鼠の20倍以下であり，大部分は雇用労働者に依存して

いる。肥料投下は増扱効果をもたらすが，雇用労働費は直接的に生産費になって結びつかず，これの

削減を検討すべ含であろう。それには雇用労働費の中で最も大きなウエイトを占めている耕転作業を

耕転機の共同利用等侭よって能率化することも考えられるが，それには農道不伽の点，桟械導入費等

の解決を待たねばならぬ間題が多く残されている。

発展途上国の農業閲発方策として機械化による作笠能率向上が常に間題にされるが，その実現は遅

々として進んでいない。この点の反省をいま一度犀点にかえってする必要があろう。援助物資として

はいった大型農業機械が錆ついて雨さらし忙なっている風景をよくみかけるが，これは杓急な改善方

策の失敗見本ともうけとられよう。機械化推進妃際しては次の諸点の検討・解決を待たねばならない

だろう。
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① 農業経営規模と経営形態

② 土地基盤条件（農道， 1筆当り圃場面積，圃場区画，土質，水利）

③ 機械作業経賢と労賃水準の比較

④ 農家の機械購貨力，信用カ

公共機械の阪械化助勢体制

⑥ 磯械操作技術の修熟問題

以上の中で，チヘアの場合， 1戸当り耕作規模が小さく，しかも湿田が多い土培条件の上に，

水準が低いことが殴械化をさまたげる要因として指摘できよう。
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第 33表 籾の処分方法別重量 K,;; 

注） 1. 自家用泊贄量は成人換算 1人当り 1日40 0 /1を消費するとして算出

2. 販売量欄の◎印数値は収穫後 3カ月以上たって販売するもの，その他は収穫直後に販売

3. 貯蔵分の 1部は販売に回し，残りは籾で備蓄する
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第 34表 借入資金名及び金額
. —-~·· 

1 9 7 1年乾季作 1971~2年雨季作

借入金額 借 入 先 借入金額

1 2 5,0 O O RP 
＇へ

Bimass 2 o,O O O RP 

吋 2 1,1 8 0 ” 4,700 
芯
(,;) 3 7,000 ” 7,000 
二
u'l 
4 20,000 32,000 

｀ 
II 

ヽ
5 7,000 fl 11,995 

平均 14,036 1 5,1 4 0 

6 26,000 

7 5,500 

"-C¥l 8 11,0 0 0 
二

°' 
， 1 7,5 0 0 

〇う

゜~ 
1 () 1,5 0 0 Bimass 3,700 

> 1 1 30,000 B u y e r 15,000 

,-; 1 2 1 3,000 Bimass 13,000 
ヽ

一
1 3 7,950 

1 4 8,500 Bimass 1 6,7 0 0 

平均 5,890 12,930 

1 5 11,8 0 0 Bimass 00 

1 6 00 

l 7 6,800 
ヘ
Cl 1 8 9,000 Bimass 1 1,000 二

゜〇う 1 9 7,000 

了 20 12,000 Bimass 1 1,0 0 0 lJ") 

0 
'--' 21 
芦

10,000 II 1 5,000 

1,700 ” 9,000 

平均 5,560 7.8 4 0 
ヘ

8.00 0 

5,900 

1.3 0 5 
, ____ 

゜
5,070 

総平均 6,690 10,800 

Bimass: 収穫後月 1%の利子をつけて現金又は現物で返済

Per d j an'I'j i he a: 収穫後月 5%の利子をつけて現金又は現物で返済

Buyer: 月5%の利子率
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4 ヘア地区の晨業所得拡大方向の検討

1) チヘア地区農業経営の問題点の要約

チヘア地区は水稲専作地帯で，水稲作技術忙ついてはインドネシアの中でもトップレペル水準にあ

り，東南アジアの中では最高位に位置づけられよう。しかし，耕作規模が小さく，稲作増収による所

得向J:("Cは自ら限界がある。生活費捻出のため不足する収入を兼業収入に依存していることは先に指

摘した。しかし，国民経済全体のレペルアップを待たなけれは，これら兼業収入安定化のための第 2

次，第 3次産業の発達とそこへの安定就業はむつかし〈，都市と農村の生活水準の地域間隔差は益々

開くばかりと思われる。現在もすで忙農村とジャカルタ，バンドン等の大都市部とでの生活程度忙は

大きな開含があり，それが大都市への人口流入の原因となっているといわれている。しからば，こう

した農業人口流出によって都市と農村の就業人口配薗が適正化し，所得水準の乎準化につながるかと

いうとそうではたい。異常なまでの人口増加筐よって農村部の滞留人口は滅らないとみるのが適当であ

ろう。

そこに，農村地帯での集約化と多角化による所得拡大策の検討がなされなければならない背景があ

る。農業所得の拡大策として大き〈わけて土地面積拡大による外延的拡大万句と，土地面積一定のもと

での絆営方式の多角化，集約化による内延的拡大方向の 2つがあげられる。この 2つの方向のうち，

土地の外延的拡大による所得拡大は，インドネシアの1日開地に属するジャワ，マドウラ，バリ島では

すでに土地は開発されつくされており，開墾等による農地の新規造成の余地はない，，チヘア地区で叱

その例外でない。チヘア地区の耕地はすべて水田であり，新たな水田造成の余地はない。但し一部の

農家はチヘアの水田地帯忙接する山林を所有しており，それの畑地利用の余地は残されているが，傾

釦が大合〈，乾季での干魃，雨季のエロージョンを考えれば栽培作物は，バナナ，キャッサバ等の作

物に限られよう。こうしてみてくるとチヘア地区の所得拡大方向を面積規模拡大忙求めることはで昏

ない。但し，上層農を中心とする 1部の農家は地区内農家の階層分解によって土地を集積し，水稲作

の面積拡大の方向で農業所得の拡大をとるだろう。箪者もこうした方向で所得拡大を図っている農家

を数戸見聞窒した。

しかし，チヘア地区農民の全般的所得拡大策となると多角化以外になかろう。絆営の多角化による

所得拡大の可能性はどうか。

① チヘア地区の耕地は水田が多く，かつ湿田であるため，現状の土地条件のもとで畑作物を導入

することはで昏ない。

② 水利秩序ははっ含りしているが，灌漑が田越灌漑のため，水田を個別的状態にすることは不可

能である。

③ 多角化の手段として導入した商品化畑作物の販売市場が近くにない。現在，やさい産地として

はバンドン近郊，チパナス等の高地畑作地帝が知られているが，組織だった版売組蔽はなく，生産者

自らが道路沿いで販売しているのが実態で，生産者一仲貿人ー小売商といった組織だった流通機構は

まだ確立されていない。
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従って， れても

ことはで含ない。

を始めとする

以上のような間追かあるため，これらの扉決かなけれは水田の土地利由と結ひついた紆宮方式＼；う多

あろう。しかし用排水詞成が完侃し，水の1固励的利用がで含るようにな

可能性はでてこようっしかし，当面可記な所得払大策として野菜等の導入を団捉とした巣臼

化万向

を検討する，

,9 
祖あ かろう。以下，水山の土地利用と直接結ひつかな

2) チヘア地区ての具体的所得拡大方策

屈知のようにインドネシアは回教国であり，住民の大多数は熱心な信者で毎週金砧日にけモスク

（回教寺院）で敬虔な祈りをあけている。従ってインドネジア，特にジャワ本島では豚を食片］しこする

ことは強〈媒い，箪者忍ジャワ脈行中，豚を一度も見ることかで含なかった3

の乏しいチヘア農民の所得拡大桐としては資金の回転率か早く，高度た技術も咲しない中小

家畜が直当ど考え~ られるが豚は先記した如く宗教的意味で導人は不可詑である。そこで考えられるの

はすでに一音認の農家で詞われている［山羊，忙わとり，あひるであり，その定着可能性が検討されねは

たらぬr 山羊は草食動物であり力その詞養可貶性は草資原忙左石され，チヘア一般の土地条件から滉

に大巾に増やすことは囚韮と考えられる。残されるの

ある。一方，

より憂れている。インドネジ 1つであるサテ・ーを始め，忙わとりを材料とする

多い。山芋ょ牛肉侭較べて価格も高く，成忍 l羽 5~600RPして担り，釦卯も 1個 13~15R

Pと他の物価忙較べて高いく、ところが寿叡の飼育は粗孜そのもので，大部分は放し飼いであり，給飼も

決支っ

ずインドネシャ

しがなげれば，多角化作物として野菜

〈，クレジットのない和し

加雌渋することが予想される。

る地域もあるといわれている"

一方，あひるは 1部の業者が数 10羽から数 10 0羽を群で飼有し，餌をもとめ

喜人し

可能な化わとり，らひ

らみると忙オっとりがあひる

で米をオ島〈際でて〈るヌカを餌にしている。従ってチヘアに隕ら

どこでも忙わとりか道路や屋敷周辺てみかげられ，一部は野鶏化してい

，生

田や

用水路を移動しながら飼育している風景がみられる。しかし，チヘアのあひる飼育は忙わとり同徳放

し詞いで水田や用水路の落穂や小魚，虫を餌に飼われている。市場性はにわとりより劣り，成あひる

で1羽 300RP,卵も鶏卵より 1~2RP安い。しかし，あひるは匠わとり麟餃べて粗放飼育忙耐

えるし，餌賢源となる水田，用水路が豊富なチヘア地区では充分検討に値する所得拡大原となろう 3

以下，水田の土地基盤整備が完了する以前の状態を聞捉に，水稲作十家怠（にわとり，あひる）経

営をモデル的忙試算する。 1戸当り水田耕作面積は平均的耕作規模を前捉に 0.5 haとする。水稲作

の 1作当り収鼠を ha当り Paddyで4.5 tとみると 50 a当り 2,2 5 0 KgでKg当り 22円で販売す
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るとすれば 1作当りの収入は 49, 5 0 0円となる。一方支出は第 ;35表の耕種基準を利用して 50 a 

分の経費を計算すると下記の如くになる。但し，雇用労賃は自家労力で半分の作菜を遂行するとして

第 35表の耕種基準の半分にした。

種 子 代

肥 料 代

雇用労

資 材 費

計

600RP 

4,6 8 9 

2, 4 8 8 

5, 7 5 0 

1, 4 9 4 

1 5, 0 2 l 

従って， 50 a当り 1作の稲作所得は 34000

RPとなり，年間では 68,0 O OR  Pとなる。

一方，調査結果によって乎均的衰訂費をみると

附表にみられる如(,5 , 6人の家族構成で食費

衣類，教育費その他を含めて約 75, 0 0 OR Pで

ある。将来の生活水準の上昇を考えて必要家計費

を年間 10万RPにおくと，稲作所得のみでは約

3 2, 0 O OR P不足する。これを家禽類でカバーするという袖提で飼育羽数を設定する。

設定にあたっての前提条件は，

にわとりについては

① 産卵率 50伶

② 詞料は米料を中心とする。米緑Kq6円

③ 鶏の淘汰率は年50茄

④ 生産物価格は卵 1コ12RP,廃鶏 300RP

⑤ 飼育方法はケージ飼いとする。

あひるについては

① 産卵率 50%

② 飼料は必要飼料の半分は給飼（主として米株）とし残りは自由採食とする。

③ 淘汰率は年50茄

④ 生産物価格は卵 1コRP1 0 , I発鶏RP200

⑤ 飼育方法は庭先の簡単な竹棚とする3

以上の前提にたってにわとり 1羽当りの所得を計算すると次のとおりである。

収入鶏卵年 18 0コxR P 1 2 = R P 2, 1 6 0 

廃鶏 1羽RP300xも羽=RP 150 

計 RP2, 3 1 o 

支出 飼料代 米紐 55K9x RP  6 =RP330 

ゲージ償却費RPl.500--;-5年=RP300

鶏償却費(400-300)--;-も=RP 5 0 

衛生費，その他 RP  50 

計 RP730
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l羽当り所得 R P 2, 3 l O --7 3 0 = R P 1, 5 8 0 

1羽当り農業所舟か年RP1, 5 8 Oとなるので前叫，養珀部門で袖項すへ合 RP3 2, 0 0 0を・RP

1, 5 8 0で除すと 20羽弧となる。従って，水稲作を年2期作で 50 a栽培し鶏を常時成鶏20羽強

RP l O 0, 0 0 0は板ぎだせることになる 3

一方，あひる筐ついても，米稔を年40 Kq給飼して飼養するとすれば，

収入卵 年 18 0コxRP  1 0 =RP 1, 8 0 0 

廃鶏 1羽RP200Xも羽=RP 1 O O 

計 =RPI.900

支出 詞料代 米様40 Kqx RP  6 =RP 2 4 0 

あひる
償却費

(300-200) RP  50 

計 RP2 9 0 

あひる 1羽当り RP 1, 9 O O --RP  2 9 O =RP 1, 6 1 O 

飩ってRP3 2, o O oを1羽当り RPl,610で補填するとすれば20羽弱でよいことになる。

以上，簡単な試算でみられるように標準生活費RP1 0 0, O O 0を水稲作と家恩類で稼ぎだすには

1作当り 4,5tのpaddyの収穫が可能とすれは50 aの自作地と 20羽内外の家禽類飼養で充分と

いうことになる。勿論，生活費の上昇がある場合には，土地の外延的拡大が困難左チヘア地区では家

禽類の増羽が所得拡大の方策として検討されなければならない。

尚，上記試算にあたってはチヘア地区の現状で入手可能な米腿類の飼料を前提にした。完全配合飼

料は現地の事情から人手が困難かっ，高価になり，現実性がないものとして試算の際，採用しなかっ

た。その関係で産卵率を 50 %と極端に低く見積っている。
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；インドネヽ ン 国チヘア

叫□4 6年 4月
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（附） 比較対照農家の分析

での本文ではチヘア地区のKey-farmer群を中心に日しく調孔した 25戸について分析？

論迩した，これらKey-faoner群の地区内における位薗づけと，他の一般農家群の経営概況，経

営収支を分析するため， 8G戸の調査農家を選定し，簡単た聞きとり調査を実施した.,

の幾つかを表示したのが附表である。これらの諸表と本文を比較fれば理岸できる如<, Key-

farmer詳は概して大規恨農家忙属し，表示で含ないが経営改善意欲の高いインテリ層忙属すると

いうことがいえる。比較対照農家は教育水準が一般忙低〈，しかも記憶に頼っての間宮とり調査なの

で，データの信頑性はKey-farmer群のそれVこぶとるものと考えられる。
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附 「比較対照調

附 1表耕作規模
' --

家族

.. 

p 

②
④
⑪
⑭
⑬
⑲
⑮
⑬
⑬
⑲
⑭
(6 

-=·""-'--~-i- -~ 可

乎均

家」の分析表

~ 0.2 0 0 ha 
（合計調査戸数 86戸）

階層

数 羊 忙わとり アヒル 屈用労賃

羽 羽 RP R 
5 l 4,000 3,5 5 C 

6 3,080 3,5 5 (] 

6 1 5,400 1,550 

4 1 3,080 3,5 5 C 

5 2 1,370 3,600 

6 l 2,000 1,5 o a 
5 2 1,370 6,000 

6 4 3,000 1,6 5 U 

4 3,500 1.1 o a 
3 1,870 2,2 0 C 

3 20 

8 1 0 2.0 0 0 2,50 0 

5 5,000 ----、---4,0 5'i -
66 4 1 1 35,670 3 5,4 0 7 

5 1 5.1 1 2,973 2,951 

附 2表 耕作規模 0.20 1 ~ 0.40 0 ha 階層
- . . . - -~ "―__ _,_ . ---・.------~一--'， 

① 1 - 5’ 654 

① 1 5 4,150 

⑧ 4 5.7 0 0 

⑥ 1 2 6,000 

◎ 1 0 3,100 

⑭ 7 - 10 , 

⑰ 3 3,200 4,280 

⑮ 7 3 5,000 2,900 

⑱ 5 2 8,000 4,750 

6,0 0 0 1 2,0 0 0 

3,380 3,800 

5,000 3,500 
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食費 衣類 教育費
米敗量（乾季）

1 9 6 6 l 9 7 2 

兼業の有無

商売 I
［ 
労他者

→ ―-- -----

RP 
54,000 

54,000 

72,000 

54,000 

22,600 

90,000 

40,000 

30,000 

13,250 

54,000 ~-

483,850 

48,385 

RP 
10,00 0 

6,0 ()() 

9,600 

5,000 

2,000 

8,000 

l 5,450 

l 0,0 0 0 

3,000 

25,000 

6,000 
, -

100,050 

9,095 

RP 
1,7 0 0 

4,100 

12,50 0 

2,300 

700 

48,000 

69,300 

11.5 5 0 

04 

0.1 5 

0.6 

0.6 

0.3 

0.2 

0.3 

0.3 

2.8 5 

022 

0.4 

0.5 

0.1 

0. 7 

0.6 

0.2 5 

0.2 

0.3 

0.4 5 

0.1 

0.1 5 . .. 

3.7 5 

0.2 9 

。

0
ご

2

0

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 

。

， 

60,000 9,000 0.6 0.4 

30,000 1 7,0 0 0 750 0.5 LO 

24,000 6,0 0 0 1,500 1.0 05 

54,000 10,000 1,800 1.5 1. 5 

゜6,000 1.0 0.8 。
45,000 4,000 750 0.8 1.0 （） 

8,000 90 0 0 3 0.7 

゜72,000 6,0 0 0 3,150 。
5,000 0.5 0.6 

゜1 5,0 0 0 3,600 05 0.2 

゜
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附 3表 耕作規模 0.4 0 1 - 0.G O Oh a 隋層

5 

⑳ 5 

図1) ， 
⑮ 5 2 8,000 

@ 4 5.7 5 5 

⑳ 2 6,900 

Q2) 5 SJ 2 9 

4 3,700 

⑰ 4 2 14,000 

(:!·~ l 8,038 

⑫ 6 7,000 7,000 

⑮ 3 5 5 14,280 9,950 

⑭ 4 18,300 

邸 7 6 20,050 12,900 

(5う 5 1 5,000 4,:-¥ 50 

⑲ 5 3 7,000 7,200 

叫 6 9,000 6,250 

／\B、~ヘ~ t1 3 

厨 5 

I I 
13,000 25,250 

(6.-.. 6) 6 5,000 4,960 

⑰ 3 6,000 1,550 

（6] 7 14,000 8,875 

⑲ ， 1 0 I 5,000 5,250 

(7、] 6 4 25 4,400 8,000 

合 7 6.4 4 0 9,000 

⑯ 4 1 5 5,900 6,000 

⑬ 6 3 8,000 4,800 
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I 
岱

翠 I奴目箕 9 6 6 1 9 7 2 商 クギ巳 労働者

24,360 Rp I 1 1,0 0 0 Rp , 2 4,3 6 I Rp 1 () t t 

゜ ゜72,000 7,000 500 1.0 1.0 

゜8,000 l O 0 1.0 1.5 

゜8,000 400 LO 0.5 

゜4 5,0 0 0 3,000 10,000 03 1.0 

44,000 20,000 1,980 3.5 3,0 

108,000 27,000 740 0,8 1.5 

゜129,600 45,000 2,000 0.8 1.5 

゜108,000 6,000 960 〇,5 1.0 

゜54,000 8,000 5,000 

72,000 10,000 

゜656,960 I 5 3,0 0 0 46,040 99 11.6 4 5 

72,996 l 3,9 0 9 4,604 0.9 9 1.1 

米販売量 兼業の有無
食 費 衣 類 教育費

1 9 6 6 1 9 7 2 商売 労働者

40,000 20,000 6,240 20 1.0 

゜46,800 1 1,0 0 0 650 1 0 23 

60,000 90,000 84 

゜
54,000 7,000 4,100 3.5 30 

゜
50,000 20,500 2,100 1.0 2.0 。
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唸yl'[ふ 次1/）

I 唸飼壽靡家 1戸当 あ

ロ そ 目筐ついては，間ぎどり

胎1表の 0 Olm 

苔とりで かっ ため， を12戸 っ.し り を

た。 応ついても［五］椋で急 。 L かかえ

しヽなツ？ 1戸当りの教臼 ある。
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